
「ゆめあー、ちょっときて。」おかあさんはすこしおこったように、わたしをよびました。おか

あさんは、だいどころにいるみたいだったので、わたしはいってみました。

「ほら、みてごらん。」おかあさんがゆびをさしました。ゆびのさきのほうをみてみると、ごは

んつぶがいっぱいありました。そのごはんつぶは、わたしのたべたごはんつぶよりも、よれよれ

していてしんでいるようにみえました。それは、わたしとおにいちゃんたちの、ごはんをたべた

あとのおちゃわんに、ちょこっとだけくっついていたごはんつぶでした。

「これをみてどうおもう？」と、おかあさんがいいました。

「なんか、かわいそうだね…。」と、わたしがいいました。ほんとうだったら、わたしがたべて

げんきになるまほうのおこめなのに、のこしてしまうと、おみずにながされて、おぼれてしんで

しまいました。

わたしはごはんがすきでいっぱいたべます。おかわりもします。ごはんおかず、ごはんおかず、

とたべていると、ごはんがおいしくてとまりません。ついついおなかにきかず、ごはんをおおめ

によそってしまいます。おちゃわんにくっついてながされていたごはんは、おおめによそって、

たべきれなかったごはんつぶでした。わたしは、ごはんつぶのことをだまって、「ごちそうさま。」

と、いってしまったのです。それにきがついて、おかあさんがわたしをよんだのです。

わたしは、おこめづくりのビデオをみました。のうかのひとが、あつさやさむさからおこめを

まもり、こころをこめてそだてていることがわかりました。わたしもアサガオを、こころをこめ

てそだてています。はながかれると、かなしいきもちになります。のうかのひとがかなしいきも

ちにならないように、ごはんをのこさずたべたいとおもいます。
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